
本
稿
は
、
先
に
本
誌
に
お
い
て
報
告
の
な
さ
れ
た
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
「
自
他

楽
会
資
料
」
と
同
様
、
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
出
版
・
流
通
の
確
立
期
前
夜
に
出
版
さ

れ
た
多
く
の
書
籍
の
う
ち
か
ら
、
人
々
は
ど
の
よ
う
な
書
籍
を
選
択
し
、
ど
の
よ
う
に

入
手
し
、
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
の
か
ｌ
そ
の
こ
と
を
探
る
試
み
で
あ
る
。
酒
田

市
立
光
丘
文
庫
調
査
担
当
班
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
「
自
他
楽
会
」
に
先
駆
け
て
明
治
十

年
代
の
書
籍
購
入
・
回
覧
の
状
況
が
確
認
で
き
る
光
丘
文
庫
蔵
田
中
家
文
書
の
関
連
資

料
四
点
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
翻
刻
、
な
ら
び
に
そ
の
資
料
群
か
ら
窺
え
る
、
書
物
を
手

に
取
り
読
ん
だ
人
々
の
こ
と
ど
も
を
報
告
し
た
い
と
思
う
。

※
※

田
中
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
「
諸
家
文
書
目
録
Ⅱ
」
（
酒
田
市
立
図
書
館
・
酒
田
市
立
光
丘

文
庫
編
，
平
成
九
年
三
月
）
に
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
。

旧
飽
海
郡
中
平
田
村
大
字
熊
野
田
、
田
中
久
氏
旧
蔵
一
八
四
六
点
。
田
中
家
は
、

は
じ
め
に 『

書
籍
類
貸
付
控
』
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

ｌ
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
蔵
田
中
家
文
書
よ
り
Ｉ

基
幹
研
究
「
十
九
世
紀
の
出
版
と
流
通
」
研
究
班
（
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
担
当
）

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
年
）
か
ら
明
治
初
年
ま
で
、
大
堰
守
お
よ
び
肝
煎
役
を
代
々

勤
め
て
き
た
家
柄
で
あ
る
。
庄
内
藩
川
北
農
村
の
、
土
地
・
租
税
・
農
業
用
水
・

災
害
救
伽
・
土
木
建
築
・
金
融
貸
借
等
の
史
料
が
幅
広
く
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に

農
業
用
水
関
係
で
は
、
山
谷
堤
・
泉
谷
地
堤
及
び
荒
瀬
川
を
水
源
と
す
る
各
堰
・

水
門
の
普
請
・
修
復
・
管
理
・
用
水
配
分
・
藩
の
用
水
関
係
通
達
・
水
争
い
及
び
、

大
堰
守
等
の
職
務
・
任
免
等
の
貴
重
な
史
料
が
多
い
。

現
在
、
一
括
し
て
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
に
保
管
さ
れ
る
こ
の
文
書
群
の
な
か
に
は
、
明

治
十
年
代
、
ま
だ
熊
野
田
村
と
称
し
て
い
た
頃
の
、
当
主
田
中
元
介
関
連
資
料
も
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
数
点
が
、
特
に
明
治
初
頭
に
お
け
る
書
物
の
流
通
を
窺
い
知

る
資
料
と
し
て
注
目
で
き
る
。

「
酒
田
市
史
」
に
よ
れ
ば
「
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
二
十
月
、
神
尾
一
直
・
池
田

定
祥
・
寺
内
等
曜
・
成
沢
直
太
郎
・
松
浦
孝
之
助
等
一
二
名
で
書
籍
購
読
会
を
結
成
し

た
こ
と
が
酒
田
の
図
書
館
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
」
（
同
下
巻
、
第
四
章
第
二
節
〈
新
聞
・
雑

誌
の
発
行
と
普
籍
賊
読
会
〉
・
平
成
七
年
三
月
）
と
さ
れ
る
。
一
般
の
縦
覧
に
供
せ
ら
れ
た
図

山
本
和
明
・
青
田
寿
美
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書
館
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
生
石
小
学
校
校
長
寺
内
等
畷
が
飽
海
読
書
ク
ラ
ブ
を
創

立
し
た
の
が
明
治
二
十
年
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
工
藤
昌
見
編
「
酒
田
市
立
光
丘
図
書
館

史
」
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
）
。
今
回
紹
介
の
資
料
は
、
そ
れ
よ
り
遡
る
も
の
と
目
さ
れ
る
。

元
々
、
酒
田
に
お
け
る
書
籍
サ
ー
ク
ル
の
魁
で
あ
っ
た
「
書
籍
購
読
会
」
（
本
誌
次
号
に

て
関
連
資
料
翻
刻
予
定
）
に
連
な
る
資
料
と
推
察
し
、
ひ
と
ま
ず
閲
覧
調
査
を
し
て
お
い

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
「
書
籍
購
読
会
」
と
の
繋
が
り
は
見
い
だ
せ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
片
々
た
る
資
料
か
ら
窺
い
知
り
う
る
こ
と
は
大
き
い
。
明
治

十
年
代
に
お
け
る
予
約
出
版
書
籍
の
購
入
や
、
書
物
の
貸
借
状
況
ま
で
細
か
く
記
赦
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
治
十
年
代
、
と
り
わ
け
明
治
十
六
年
前
後
に
お
け
る
「
読
者
」
像
に
つ
い
て
考
え

る
上
で
、
前
田
愛
「
明
治
初
年
の
読
者
像
」
（
「
近
代
読
者
の
成
立
」
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
）

で
の
発
言
は
、
今
な
お
重
要
な
指
針
で
あ
ろ
う
。
「
穎
才
新
誌
」
等
を
資
料
と
し
て
挙
げ

つ
つ
、
「
十
年
代
に
は
民
権
運
動
に
関
心
を
寄
せ
る
青
年
た
ち
の
学
習
サ
ー
ク
ル
が
お

び
た
だ
し
く
現
わ
れ
た
」
と
指
摘
す
る
。
政
治
意
識
の
昂
揚
を
目
標
に
掲
げ
た
青
年
の

学
習
グ
ル
ー
プ
は
、
読
書
会
と
併
行
し
政
治
演
説
の
練
習
を
お
こ
な
う
こ
と
が
多
く
、

そ
れ
を
警
戒
し
た
政
府
は
、
明
治
十
五
年
七
月
に
「
学
校
生
徒
ニ
シ
テ
学
術
演
説
ヲ
為

ス
ハ
教
育
上
不
都
合
ノ
儀
二
付
相
成
ラ
ズ
」
と
い
っ
た
布
達
を
各
府
県
に
送
っ
た
。
そ

れ
を
境
に
、
青
年
た
ち
の
学
習
運
動
は
下
降
線
を
辿
り
は
じ
め
た
の
だ
と
す
る
。
そ
し

て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
学
習
サ
ー
ク
ル
が
解
体
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
も
う
い
ち
ど
青
年
た
ち

の
政
治
的
情
熱
を
た
か
め
る
役
割
を
果
た
し
た
の
が
「
経
国
美
談
」
や
「
佳
人
之
奇
遇
」

と
い
っ
た
政
治
小
説
な
の
で
あ
っ
た
。

酒
田
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
荘
内
三
郡
／
教
育
要
覧
」
（
大
正
元
年
九
月
・
荘
内
三
郡
教
育
学
事
会
序
文
、
光
丘
文
庫
蔵
）

に
よ
れ
ば
、
飽
海
郡
内
の
「
各
町
村
二
於
テ
青
年
ノ
精
神
修
養
二
資
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ

図
書
館
及
文
庫
ヲ
設
立
シ
タ
ル
モ
ノ
勘
カ
ラ
ズ
就
中
酒
田
図
書
館
（
註
ｌ
「
書
籍
購
読

会
」
の
後
身
、
明
治
四
十
二
年
十
二
月
改
称
）
ヲ
以
テ
最
モ
規
模
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス
」

と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
書
が
「
郡
内
已
設
ノ
文
庫
」
と
し
て
掲
げ
る
二
十

九
箇
所
ｌ
最
も
早
い
設
立
の
「
北
俣
以
文
会
／
文
庫
」
（
明
治
二
十
五
年
三
月
設
立
）
か

ら
「
観
音
寺
村
図
書
館
」
（
明
治
四
十
五
年
四
月
設
立
）
ま
で
、
そ
の
う
ち
の
半
数
以
上
が

青
年
会
（
団
）
を
母
体
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
一
旦
沈
静
化

し
た
青
年
た
ち
の
学
習
サ
ー
ク
ル
は
、
明
治
中
期
以
降
、
日
露
戦
争
を
節
目
と
し
て
各

地
で
青
年
団
体
と
し
て
再
生
し
あ
る
い
は
新
生
す
る
も
、
大
正
期
に
入
っ
て
次
第
に
官

製
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
既
に
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
う
し

た
青
年
団
体
が
実
学
の
研
鐡
や
地
方
自
治
へ
の
貢
献
以
外
に
、
書
籍
を
回
覧
し
講
読
会

を
催
す
他
、
新
聞
雑
誌
縦
覧
所
や
文
庫
設
立
の
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。一

方
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
資
料
群
か
ら
は
、
政
治
的
意
識
を
も
っ
て
集
い
、
学
習

グ
ル
ー
プ
を
催
し
た
と
い
う
側
面
は
見
い
だ
せ
な
い
。
残
さ
れ
た
貸
借
記
録
に
よ
る
限

り
、
最
も
多
く
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
の
は
「
法
帖
」
の
類
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

田
中
家
に
集
い
書
籍
の
貸
借
を
し
て
い
く
面
々
の
な
か
で
、
政
治
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い

た
者
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。

今
般
紹
介
す
る
の
は
、
次
の
四
点
で
あ
る
。
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以
下
、
翻
刻
と
、
『
書
籍
類
貸
付
控
』
を
中
心
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

資
料
②

資
料
征

資
料
②

資
料
④

〔
資
料
①
］
田
中
家
文
書
八
九
九
言
書
籍
類
貸
付
控

仙
台
区
大
町
四
丁
目
五
番
地

博
文
書
院
社
入

羽
後
国
飽
海
郡
熊
野
田
村
拾
番
地

一
株
金
一
円
田
中
元
介

同
郡
牧
曽
根
村
廿
六
番
地

同
松
沢
与
五
太

同
郡
手
職
田
村
七
十
四
番
地

一■一一■抄

弟
一

国
哨卜

，

》

緬涜

一
鵠
季
一
電
癖
淳
ｊ

「

田
中
家
文
審
八
九
九

出
中
家
文
評
一
四
九
七

田
中
家
文
書
一
九
六
九

田
中
家
文
沸
一
四
九
九

請
求
稀
号

書
籍
類
貸
付
控
（
持
株
の
覚
書
あ
り
）

〔
資
治
通
鑑
代
金
送
金
分
、
受
領

の
有
無
照
会
状
案
文
〕

〔
資
治
通
鑑
代
金
送
金
の
状
控
〕

（
大
日
本
史
十
三
巻
の
受
取
）
証

目
録
記
載
題

（
持
株
の
覚
書
あ
り
）
」
（
前
半
）

同
〈
此
已
下
不
残
請
取
〉
菅
原
鎖
次
郎

同
郡
同
村
文
淵
学
校

同
伊
藤
文
造

同
齋
藤
寛
平

伺
早
坂
四
方
吉

同
郡
生
石
村
朝
頴
学
校

同
菅
原
重
太
郎

同
郡
松
嶺
内
町
十
七
番
地

同
豊
田
四
番
士

同
郡
鵜
渡
川
原
最
上
町
四
拾
七
番
地

同
木
次
辰
吉

同
郡
横
代
村
文
淵
支
校

帳
一
冊

明
治
九
年
八
月

枚 ぴ月明 月明

治
十
一

・
切
紙

に
請
取

治
十
五

・
切
紙

年
次
等
備
考

ハ
年
十

一
枚
な

証 一
年
十
一

一
枚

ら一

資
料
①
『
書
籍
類
貸
付
控
』
一
冊
（
一
○
・
一
糎
×
一
三
・
八
糎
）
は
、
墨
付
十
七
丁
半
、

貼
紙
一
枚
。
そ
の
表
表
紙
に
「
明
治
十
六
年
末
一
月
ヨ
リ
書
籍
類
貸
付
控
」
と
記
さ

れ
る
も
の
の
、
巻
頭
か
ら
五
丁
（
お
よ
び
貼
紙
）
に
渉
っ
て
は
別
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。

所
蔵
者
に
よ
る
認
定
書
名
に
、
括
弧
付
き
に
て
「
持
株
の
覚
書
あ
り
」
と
記
さ
れ
た
の

が
そ
れ
で
あ
る
。

『
書
籍
類
貸
付
控
』
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
・
そ
の
１

同
深
田
總
七
郎

合
金
拾
円
拾
名

外
拾
六
銭
為
換
手
数
料

内
二
月
十
三
日
登
ル

東
京
々
橋
区
弥
左
衛
門
町
一
番
地

東
京
印
刷
会
社
々
長
鈴
木
義
宗
え
社
入

羽
後
国
飽
海
郡
熊
野
田
村
拾
番
地

一
株
金
一
円
田
中
元
介

同
牧
曽
根
村
廿
六
番
地

同
松
沢
与
五
太
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＝一

為
換
金
手
数
料
割

一
金
三
拾
弐
銭
東
京
仙
台
両
所
分

此
割
拾
六
人
壱
人
五
弐
銭

同
手
蔵
田
村
三
拾
九
番
地

同
〈
此
以
下
不
残
請
取
〉
佐
藤
三
郎
太

同
生
石
村
朝
頴
学
校

同
石
井
龍
幡

二
株
金
二
円
花
蔵
及
辨

合
金
六
円
五
名

外
拾
六
銭
為
替
手
数
料

十
五
年
二
月
十
三
日
登

L

I
I
lI
l1

l

,1.
■

－
一 一

資
治
通
鑑
田
中
元
介

此
代
価
九
円

内
壱
円
十
五
年
三
月
廿
四
日
遺
ス

同
四
円
同
十
月
七
日
造
ス

同
弐
円
同
十
二
月
汁
九
日
造
ス

内
四
銭
田
中

同
四
銭
松
沢

同
四
銭
三
月
廿
四
日
入
花
蔵

同
弐
銭
伊
藤

同
弐
銭
〈
十
一
月
廿
八
日
塚
本
よ
り
入
〉

齋
藤

同
弐
銭
早
坂

同
弐
銭
菅
原

同
弐
銭
佐
藤

同
弐
銭
朝
菅
原

同
弐
銭
〈
三
月
廿
四
日
入
〉
石
井

同
弐
銭
豊
田

同
弐
銭
木
次

同
弐
銭
深
田

此
三
口
十
一
月
廿
八
日
塚
本
よ
り
入

博
文
書
院
報
告
書
注
文

此
代
価
弐
拾
五
銭

三
月
廿
四
日
差
遣
ス

右
為
替
手
数
料
四
銭
書
留
印
紙
八
銭

右
次
第
十
五
年
四
月
よ
り
一
カ
年
分
報
告
料
也

漢
書
評
林
松
沢
与
五
太

此
代
価
四
円
五
拾
銭

内
一
円
五
拾
銭
右
第
十
五
年
三
月
廿
四
日
為
登

右
両
ロ
ニ
テ
為
替
手
数
料
四
銭
書
留
料
八
銭

同
弐
円
十
六
年
五
月
過
ス

外
五
十
銭
九
分
六
月
九
日
面
会
賃
払

〔
補
紙
〕

外
五
拾
四
銭
五
分
適
宜
会
社
え
十
月
中
賃
銭
払

同
弐
円
十
六
年
十
一
月
十
四
日
郵
送

外
五
十
弐
銭
壱
分
七
八
臆
相
達
賃
銭
十
二
月
十
一

日
払

九
十
脳
明
治
十
七
年
二
月
廿
一
日
相
達
子
時
八
拾

弐
銭
四
分
賃
銭
相
払
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こ
の
「
覚
書
」
に
は
、
博
文
書
院
（
仙
台
区
大
町
四
丁
目
五
稀
地
）
と
東
京
印
刷
会
社

（
東
京
々
橋
区
弥
左
衛
門
町
一
番
地
）
へ
の
「
一
株
金
一
円
」
の
株
主
を
つ
の
り
、
そ
の

「
東
京
仙
台
両
所
分
」
へ
の
「
為
換
金
手
数
料
」
を
、
個
々
の
株
数
に
応
じ
て
負
担
し

て
も
ら
う
割
り
振
り
金
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
十
一
月
廿
八
日
塚
本
よ
り
入
」
「
三
月
廿

四
日
入
」
と
い
っ
た
記
戦
か
ら
も
、
田
中
氏
が
徴
収
役
な
ど
一
定
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
ら
し
い
。
続
く
「
資
治
通
鑑
」
「
漢
書
評
林
」
の
項
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
田
中
元
介
．

松
沢
与
五
太
の
名
が
記
さ
れ
る
。
と
も
に
東
京
印
刷
会
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
書
物
で

あ
っ
た
。
田
中
・
松
沢
、
両
者
と
も
に
東
京
印
刷
会
社
の
．
株
金
一
円
」
の
株
主
で

あ
り
、
お
そ
ら
く
聯
求
者
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

田
中
氏
の
手
控
で
あ
る
資
料
①
に
は
、
松
沢
氏
の
「
漢
書
評
林
」
の
こ
と
ま
で
記
さ

れ
て
い
る
。
「
右
両
ロ
ニ
テ
為
替
手
数
料
四
銭
書
留
料
八
銭
」
と
、
明
治
十
五
年
三
月
二

十
四
日
に
、
「
資
治
通
鑑
」
の
代
価
の
う
ち
一
円
（
田
中
元
介
）
と
、
「
漢
書
評
林
」
（
松

沢
与
五
太
）
代
価
の
う
ち
一
円
五
十
銭
と
を
決
済
手
続
き
す
る
際
、
併
せ
て
お
こ
な
っ
た

か
。
個
々
で
決
済
す
る
よ
り
は
少
し
で
も
廉
価
に
手
続
き
し
た
い
と
い
う
の
は
理
に

適
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
こ
う
す
る
こ
と
で
重
複
す
る
こ
と
な
く
書
籍
を
購
入

す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
こ
よ
う
。
一
見
し
て
、
高
価
な
書
籍
の
代
価
で
あ
る
。
互
い

に
そ
の
情
報
を
交
換
し
あ
い
、
少
し
で
も
多
く
の
書
籍
を
手
近
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
模

索
す
る
の
は
至
極
当
然
と
思
う
。
田
中
氏
の
手
控
え
に
は
記
さ
れ
ぬ
ま
で
も
、
博
文
書

院
と
東
京
印
刷
会
社
に
対
し
「
一
株
金
一
円
」
を
支
払
っ
た
人
々
は
他
に
も
存
し
た
。

記
さ
れ
た
面
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
な
に
も
株
主
と
な
る
こ
と
だ
け
で
一
円
も
の
金
銭
を

醸
出
す
る
は
ず
も
あ
る
ま
い
。

以
下
、
持
株
対
象
で
あ
っ
た
「
東
京
印
刷
会
社
」
に
焦
点
を
絞
り
、
考
え
る
こ
と
に

し
た
い
。
（
「
博
文
瞥
院
」
に
つ
い
て
は
、
「
報
告
瞥
注
文
」
コ
カ
年
分
報
告
料
」
と
あ
る
も
の
の
、

そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
未
だ
確
認
し
き
れ
て
い
な
い
。
後
考
を
期
し
た
い
。
）

東
京
印
刷
会
社
社
長
鈴
木
義
宗
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
．
株
金
一
円
」
の
持
株
は
、

「
新
し
く
不
安
定
な
メ
デ
ィ
ア
」
「
予
約
出
版
」
に
と
も
な
う
株
主
社
員
と
な
る
た
め
の

投
資
で
あ
っ
た
（
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
「
規
則
と
読
者
」
「
江
戸
文
学
」
・
平
成
十
一
年
）
。

明
治
の
予
約
出
版
と
は
、
「
刊
行
に
先
立
っ
て
職
読
者
を
つ
の
り
、
事
前
に
徴
収
し
た
入

社
金
、
前
金
、
ま
た
は
配
本
ご
と
の
代
金
を
当
て
、
そ
の
人
数
分
だ
け
の
部
数
を
出
版

販
売
す
る
と
い
う
の
が
お
お
か
た
の
定
義
」
で
あ
る
。
田
中
元
介
以
下
、
五
名
の
株
金

が
社
主
の
も
と
へ
送
ら
れ
た
の
は
「
十
五
年
二
月
十
三
日
」
の
こ
と
。
国
文
学
研
究
資

料
館
作
成
「
明
治
期
出
版
広
告
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
利
用
し
つ
つ
、
以
降
、
新
聞
広
告

を
も
と
に
確
認
し
て
い
く
な
ら
ば
、
東
京
印
刷
会
社
の
場
合
、
明
治
十
四
年
五
月
に
は

す
で
に
「
出
版
社
員
」
の
募
集
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

出
版
社
員
募
集
広
告

今
般
我
同
志
ノ
薙
相
集
リ
和
漢
ノ
歴
史
ヲ
始
メ
有
用
ノ
諸
書
ヲ
活
版
ニ
テ
印
刷
シ

原
価
ヲ
以
テ
社
中
二
頒
タ
ン
コ
ト
ヲ
謀
り
会
社
ヲ
結
デ
西
紺
屋
町
二
活
版
ノ
エ
場

ヲ
設
ケ
タ
ル
ニ
此
挙
ヲ
聞
テ
加
入
ヲ
望
ム
者
甚
多
ク
日
ナ
ラ
ズ
シ
テ
社
員
既
二
千

余
名
二
及
ビ
タ
リ
ト
錐
ト
モ
活
版
ハ
印
刷
ノ
部
数
多
キ
ー
随
テ
其
価
愈
々
廉
ナ
ル

者
ナ
レ
バ
猶
ホ
博
ク
社
員
ヲ
募
テ
其
便
益
ヲ
共
ニ
セ
ン
ト
ス
同
志
ノ
諸
君
ハ
御
加

入
ア
ル
可
シ
今
回
着
手
ノ
書
籍
ヲ
左
二
掲
グ

史
記
評
林
中
本
五
十
冊
予
算
定
価
三
円
八
十
銭

価
額
ハ
報
告
ス
ル
所
ヨ
リ
超
過
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
シ
自
余
書
籍
ノ
予
算
定
価
推
テ

知
ル
可
シ
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猶
ホ
約
束
及
書
籍
体
裁
ハ
出
版
方
法
書
二
記
載
有
之
候
間
御
望
ノ
方
ヘ
ハ
御
申
越

次
第
郵
送
可
致
候

東
京
日
本
橋
区
桧
物
町
四
番
地
東
京
印
刷
会
社

（
東
京
日
日
新
聞
・
明
治
十
四
年
五
月
四
日
）

遺
憾
な
が
ら
、
こ
こ
に
言
う
東
京
印
刷
会
社
の
「
出
版
方
法
書
」
な
る
も
の
を
確
認

で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
い
ま
「
出
版
社
員
」
の
有
り
様
を
窺
う
う
え
で
、
参
考

と
し
て
、
博
聞
社
の
場
合
を
例
に
と
ろ
う
。

「
博
聞
社
同
盟
出
版
方
法
大
意
」
に
は
、
「
○
同
盟
中
ニ
テ
五
千
名
ヲ
限
り
株
金
二
円

差
入
ノ
向
ヲ
同
盟
定
員
ト
称
シ
同
盟
定
員
ニ
限
り
特
別
ノ
便
益
ヲ
計
ル
ヘ
シ
尤
株
金
ハ

預
リ
証
券
ヲ
出
シ
満
期
ノ
節
返
金
ス
」
（
東
京
日
日
・
明
治
十
六
年
十
月
六
日
「
博
聞
社
同

盟
出
版
広
告
」
）
と
あ
る
。
こ
の
場
合
「
株
金
二
円
」
は
満
期
の
際
に
返
金
さ
れ
る
も
の

で
、
同
盟
定
員
と
な
る
こ
と
で
「
同
盟
定
員
ニ
限
り
予
約
実
価
ノ
五
分
引
」
と
の
「
特

別
ノ
便
益
」
も
あ
っ
た
。
東
京
印
刷
会
社
の
場
合
「
一
株
金
一
円
」
に
て
「
出
版
社
員
」

と
な
り
得
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
特
別
の
便
宜
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
「
書
籍
類
貸
付
控
」
で
二
株
購
入
す
る
者
が
い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
あ
る
い
は

博
聞
社
同
様
の
便
宜
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

予
約
出
版
で
あ
る
以
上
、
あ
る
程
度
「
社
員
」
を
募
り
、
そ
の
人
数
に
応
じ
て
摺
数

を
確
定
し
て
い
く
も
の
だ
っ
た
は
ず
だ
。
東
京
印
刷
会
社
で
も
明
治
十
四
年
五
月
段
階

で
「
社
員
募
集
広
告
」
で
一
千
人
余
り
の
社
員
を
集
め
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
一
年
近

く
経
た
明
治
十
五
年
二
月
、
東
京
日
日
新
聞
に
「
史
記
評
林
再
版
広
告
」
を
掲
載
。
再

び
社
員
募
集
が
な
さ
れ
て
い
る
。

史
記
印
刷
ノ
分
配
達
後
該
書
注
文
ノ
数
愈
々
増
加
シ
去
十
一
月
解
版
後
本
月
十
五

日
迄
新
規
申
込
既
二
八
百
七
十
余
部
二
及
上
候
処
折
角
ノ
申
込
空
ク
謝
絶
ス
ル
モ

不
本
意
ノ
次
第
且
創
業
ノ
際
遅
聞
ノ
人
モ
多
カ
ル
ベ
キ
ニ
付
這
回
限
り
資
治
通
鑑

着
手
ノ
前
更
二
解
版
ノ
部
分
ヲ
補
刻
シ
同
志
諸
君
ノ
芳
命
二
苔
ン
ト
ス
望
ノ
方
ハ

御
入
社
ノ
上
来
二
月
中
二
御
注
文
ア
ル
ベ
シ
（
代
価
ハ
従
前
通
り
前
金
三
円
八
十

銭
）
方
法
書
入
用
ノ
向
ハ
府
内
ハ
一
銭
府
外
ハ
ニ
銭
ノ
郵
便
切
手
御
送
附
ア
レ

東
京
々
橋
区
弥
左
衛
門
町
一
番
地
東
京
印
刷
会
社

（
東
京
日
日
・
明
治
十
五
年
二
月
九
日
「
史
記
評
林
再
版
広
告
」
）

「
創
業
ノ
際
遅
聞
ノ
人
モ
多
カ
ル
ベ
キ
ー
こ
と
い
っ
た
表
現
も
な
さ
れ
て
お
り
、
再
度

社
員
募
集
を
し
た
際
、
つ
ま
り
『
書
籍
類
貸
付
控
」
に
あ
る
「
十
五
年
二
月
十
三
日
」

と
は
、
田
中
元
介
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
機
を
逃
さ
ぬ
捺
集
応
募
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
十
一
月
解
版
後
本
月
（
註
’
一
月
欺
）
十
五
日
迄
新
規
申
込
既
二
八
百
七
十
余
部
二
及

上
」
と
い
っ
た
宣
伝
を
そ
の
ま
ま
其
正
直
に
受
け
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
多
少
の

脚
色
を
割
り
引
い
て
み
て
も
東
京
印
刷
会
社
版
「
史
記
評
林
」
の
人
気
は
凄
ま
じ
い
。
明

治
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
付
、
東
京
日
日
新
聞
に
は
「
史
記
第
三
回
印
刷
広
告
」
が

な
さ
れ
て
お
り
、
「
第
一
着
ノ
出
版
ト
シ
テ
三
千
部
ヲ
印
刷
」
「
追
々
ノ
申
込
猶
其
需
求

二
応
ズ
ル
ニ
足
ラ
ズ
再
ビ
三
千
部
ヲ
増
刷
」
し
て
六
千
部
を
捌
き
切
り
、
「
這
回
通
鑑
漢

書
第
一
回
配
達
ノ
終
ル
ヲ
時
ト
シ
本
月
ヨ
リ
着
手
シ
テ
更
二
二
千
部
ヲ
印
刷
」
と
、
さ

ら
に
二
千
部
を
追
加
す
る
こ
と
を
喧
伝
す
る
。
そ
の
「
今
回
印
刷
ノ
ー
千
部
モ
予
約
相

満
候
」
て
「
更
二
二
千
部
ヲ
増
刷
シ
テ
諸
彦
ノ
愛
顧
二
応
ヘ
ン
」
と
、
明
治
十
六
年
一

月
十
七
日
付
の
東
京
日
日
新
聞
広
告
で
躯
っ
て
い
る
。
つ
ご
う
一
万
部
も
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
躯
い
文
句
で
読
者
の
購
買
欲

を
か
き
立
て
て
い
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
先
に
呈
示
し
た
持
株
社
員
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の
存
在
を
考
え
る
な
ら
ば
、
酒
田
の
地
に
東
京
印
刷
会
社
版
「
史
記
評
林
」
も
存
し
て

い
た
と
考
え
て
お
く
方
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

持
株
会
員
の
増
加
は
、
『
史
記
評
林
」
の
人
気
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
第
二
着
」
（
第
二
弾

の
意
）
「
第
三
着
」
へ
と
続
き
、
東
京
印
刷
会
社
で
も
多
く
の
出
版
物
を
手
が
け
る
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
東
京
日
日
新
聞
（
明
治
十
五
年
二
月
二
十
八
日
）
広
告
で
は
、
「
第

二
着
出
版
広
告
」
と
し
て
『
資
治
通
鑑
」
「
漢
書
評
林
」
刊
行
に
到
る
い
き
さ
つ
を
物
語

る
。
そ
し
て
そ
の
購
求
に
あ
た
っ
た
の
が
田
中
元
介
と
松
沢
与
五
太
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
着
出
版
広
告

○
資
治
通
鑑
合
本
百
冊
価
金
九
円

○
漢
書
評
林
合
本
五
十
冊
正
価
金
四
円
五
十
銭

両
普
何
レ
モ
社
員
翼
望
ノ
多
数
二
依
テ
句
読
反
点
ヲ
附
ス

弊
社
出
版
第
一
着
史
記
モ
本
月
全
ク
植
字
ノ
業
ヲ
終
り
候
二
付
社
中
一
般
第
二
出

版
書
籍
ノ
投
票
候
処
通
鑑
漢
書
両
書
ノ
数
殆
平
分
致
シ
候
得
（
何
レ
ヲ
先
ニ
ス
ル

モ
社
中
半
数
ノ
翼
望
二
背
カ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ニ
依
り
一
方
ヲ
先
ニ
シ
テ
一
方
ノ
翼

望
二
背
カ
ン
ョ
リ
ハ
寧
ロ
恋
励
一
時
両
普
ヲ
出
版
ス
ル
コ
ト
ニ
決
セ
リ
（
来
三
月

ヨ
リ
着
手
落
成
期
限
ハ
十
二
個
月
ト
予
定
ス
但
シ
方
今
ハ
職
工
モ
皆
其
業
二
熟
シ

器
械
活
字
等
モ
既
二
充
足
シ
タ
レ
バ
決
シ
テ
此
予
定
二
違
ハ
ザ
ル
ヲ
確
保
ス
）
御

望
ノ
方
ハ
期
二
後
レ
ザ
ル
様
速
二
御
申
込
ア
ル
可
シ
方
法
書
及
書
籍
体
裁
見
本
等

入
用
ノ
向
ハ
府
内
ハ
一
銭
府
外
ハ
ニ
銭
ノ
郵
便
切
手
御
送
附
ア
レ

追
テ
大
部
ノ
書
ハ
五
回
或
ハ
十
回
ニ
モ
配
達
致
度
候
得
共
配
達
度
数
多
キ
ト
キ
ハ

随
テ
運
送
費
相
嵩
ミ
候
二
付
両
書
配
達
何
レ
モ
三
回
ト
シ
送
金
ハ
便
宜
ノ
為
メ
通

鑑
ハ
五
回
（
最
初
一
円
其
後
三
個
月
毎
二
二
円
宛
）
漢
書
ハ
三
回
（
最
初
一
円
五

十
銭
其
後
六
個
月
毎
二
一
円
五
十
銭
宛
）
ト
ス
尤
都
合
二
依
り
二
三
回
或
ハ
四
五

回
分
取
纏
テ
前
送
ア
ル
モ
妨
ナ
シ

東
京
々
橋
区
弥
左
衛
門
町
一
番
地
東
京
印
刷
会
社

「
通
鑑
ハ
五
回
（
最
初
一
円
、
其
後
三
個
月
毎
二
二
円
宛
）
、
漢
書
ハ
三
回
（
最
初
一
円

五
十
銭
、
其
後
六
個
月
毎
二
一
円
五
十
銭
宛
）
」
の
言
葉
通
り
、
田
中
元
介
が
最
初
の
一

円
を
、
松
沢
与
五
太
が
最
初
の
一
円
五
拾
銭
分
を
郵
便
為
替
手
続
を
し
た
の
は
、
明
治

十
五
年
三
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
来
三
月
ヨ
リ
着
手
」
さ
れ
た
は
ず
の
「
資
治
通
鑑
」
「
漢
書
評
林
」
も
、
実
際
に
刊

行
に
到
る
に
は
相
応
の
時
間
を
要
し
た
。

「
右
書
注
文
遠
隔
地
方
ノ
如
キ
ハ
通
信
往
復
ノ
間
多
ク
ノ
日
数
ヲ
費
ス
ニ
依
り
成
丈

期
限
ヲ
延
べ
置
候
得
共
植
字
出
来
ノ
分
追
々
印
刷
二
取
掛
候
得
（
最
早
長
ク
猶
予
モ
相

成
兼
候
間
両
書
注
文
愈
々
来
月
ヲ
限
ト
致
候
」
と
広
告
さ
れ
た
の
は
明
治
十
五
年
五
月

十
八
日
（
東
京
日
且
。
田
中
元
介
は
三
月
二
十
四
日
に
申
込
済
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
出

版
社
は
、
六
月
に
至
る
ま
で
社
員
の
募
集
を
し
、
印
刷
に
取
り
か
か
る
直
前
を
予
約
〆

切
と
し
て
い
る
。
「
猶
ホ
資
治
通
鑑
ハ
来
月
上
旬
ヨ
リ
発
送
ニ
取
掛
り
、
漢
書
評
林
ハ

続
テ
発
送
ノ
都
合
」
と
東
京
日
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
明
治
十
五
年
九
月
八
日
。

『
資
治
通
鑑
」
が
一
二
両
峡
で
元
版
の
五
十
七
巻
迄
、
「
漢
書
評
林
」
初
峡
が
元
版
の
二

十
三
巻
迄
、
各
々
最
初
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
五
年
十
一
月
四
日
広
告
に
「
右

落
成
ノ
分
配
達
相
始
候
二
付
」
「
書
籍
御
受
取
ノ
方
ハ
本
人
代
人
二
関
セ
ズ
書
籍
予
約

金
ノ
受
取
証
ト
認
印
御
持
参
可
被
下
候
事
」
（
東
京
日
日
）
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
実
際
に
、

先
の
広
告
に
言
う
十
月
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
思
し
い
。

田
中
元
介
は
、
「
資
治
通
鑑
」
代
金
を
五
回
に
分
け
て
郵
便
為
替
で
送
っ
て
い
る
こ
と
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東
京
の
新
聞
で
は
、
書
籍
受
け
取
り
に
直
接
来
社
の
場
合
に
は
予
約
金
受
取
証
と
印

鑑
を
持
参
、
と
宣
伝
さ
れ
る
一
方
で
、
遠
く
酒
田
の
地
で
は
、
送
金
し
て
か
ら
一
箇
月

ほ
ど
を
経
て
も
、
い
ま
だ
「
書
籍
予
約
金
ノ
受
取
証
」
す
ら
送
ら
れ
て
こ
な
い
状
況
に

あ
っ
た
。
「
弊
社
創
立
以
来
事
務
ノ
繁
忙
ナ
ル
ョ
リ
予
約
書
籍
ノ
外
一
切
他
ノ
印
刷
ヲ

謝
絶
罷
在
候
」
（
東
京
日
日
・
明
治
十
六
年
三
月
十
三
日
）
と
、
千
人
単
位
で
購
読
者
を
募

が
先
掲
翻
刻
で
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
手
控
え
に
従
え
ば
、
一
円
を
「
十
五
年
三
月
廿

四
日
遺
ス
」
、
四
円
を
「
同
十
月
七
日
遣
ス
」
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
円
と
い

う
金
額
は
、
二
回
分
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
尤
都
合
二
依
り
二
三
回
或
ハ
四
五

回
分
取
總
テ
前
送
」
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
受
領
証
が
な
か
な
か
届
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
「
落
成
ノ
分
配
達
相
始

候
」
と
東
京
日
日
新
聞
に
広
告
さ
れ
た
十
一
月
四
日
の
一
日
前
に
、
代
金
送
金
の
受
領

有
無
の
問
い
合
わ
せ
、
並
び
に
配
本
督
促
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
下
書
が
資
料

②
田
中
家
文
書
一
四
九
七
「
〔
資
治
通
鑑
代
金
送
金
分
、
受
領
の
有
無
照
会
状
案
文
〕
」

に
あ
た
る
。
（
一
六
・
一
糎
×
八
・
九
糎
な
お
□
は
未
判
読
文
字
）

【
資
料
②
】
田
中
家
文
書
一
四
九
七
「
〔
資
治
通
鑑
代
金
送
金
分
、
受
領
の
有
無
照
会

状
案
文
〕
」

客
月
七
日
酒
田
郵
便
為
替
ニ
テ
資
治
通
鑑
代
金
之
内
四
円
、
逓
送
致
候
処
相
達
候

歎
如
何
未
御
領
受
証
到
達
相
成
邪
岬
致
サ
ズ
候
而
□
口
近
日
御
報
知
被
下
度
尤
右

本
胤
探
丈
落
成
次
第
早
速
雌
通
運
ニ
テ
御
逓
送
被
下
度
候
也

第
十
五
年
十
一
月
三
日

る
東
京
印
刷
会
社
の
多
忙
ぶ
り
と
、
不
安
に
思
う
元
介
の
姿
を
交
錯
し
て
想
像
す
る
に

難
く
な
い
。

さ
て
、
「
資
治
通
鑑
」
の
第
二
回
配
本
（
配
達
分
）
は
、
明
治
十
六
年
一
月
二
十
五
日

よ
り
開
始
。
『
資
治
通
鑑
」
の
第
二
回
配
達
分
は
、
三
四
両
峡
に
て
元
版
の
第
百
十
四
巻

迄
、
「
漢
書
評
林
』
は
二
三
両
峡
で
第
六
十
巻
迄
で
あ
っ
た
。
「
右
両
書
前
記
ノ
通
印
刷

相
済
候
二
付
漢
書
ハ
ニ
回
通
鑑
ハ
三
回
以
上
御
入
金
済
ノ
分
ヘ
ハ
当
一
月
二
十
五
日
ヨ

リ
配
達
相
始
可
申
候
這
回
ハ
必
ズ
規
約
ノ
如
ク
逐
次
御
送
金
可
被
下
候
」
（
東
京
日
日
・

明
治
十
六
年
一
月
十
七
日
広
告
）
と
あ
り
、
規
約
に
従
え
ば
送
金
後
の
配
本
で
あ
る
訳
で
、

先
に
四
円
を
送
金
済
み
の
元
介
も
、
「
同
十
二
月
廿
九
日
遣
ス
」
と
、
前
年
の
十
二
月
に

二
円
を
為
替
送
金
し
、
小
計
七
円
を
既
に
郵
便
為
替
で
振
り
込
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
一
文
は
、
広
告
文
中
に
頻
繁
に
垣
間
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

。
（
註
Ｉ
史
記
評
林
）
製
二
全
部
ノ
落
成
二
際
シ
半
額
入
金
ノ
分
ヘ
モ
夫
々
若
干
冊

ヲ
及
配
賦
候
得
（
余
ハ
残
金
ノ
到
着
ヲ
待
テ
発
送
可
致
筈
二
候
処
残
額
未
済
ノ
向

モ
往
々
有
之
ハ
全
部
製
本
済
御
承
知
漏
モ
有
之
ヤ
ト
更
二
及
報
告
候
（
束
敢
日
日
・

明
治
十
五
年
九
月
八
日
広
告
）

．
尚
弊
社
書
籍
ハ
定
規
（
註
ｌ
規
定
の
意
）
送
金
到
着
ノ
上
発
送
ノ
筈
二
付
通
鑑
漢

書
ノ
如
キ
モ
定
規
ヲ
追
テ
御
送
金
ノ
分
ハ
夫
々
及
発
送
候
処
定
規
送
金
未
済
ニ
シ

テ
普
籍
督
促
ノ
向
モ
有
之
ハ
或
ハ
方
法
誤
解
ノ
方
モ
有
之
ヤ
ト
此
段
為
念
致
報
告

候
ナ
リ
（
東
京
日
日
・
明
治
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
広
告
）

・
右
刻
成
候
二
付
御
送
金
済
ノ
分
ヨ
リ
送
本
仕
候
間
御
送
金
未
済
ノ
向
ハ
速
二
御

送
致
可
被
下
候
尚
ホ
史
記
漢
書
ノ
如
キ
ハ
既
二
再
版
三
版
迄
モ
出
来
候
処
猶
代
価
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未
済
ノ
向
モ
有
之
発
送
二
差
支
困
却
罷
在
候
間
延
滞
ノ
分
ハ
早
速
御
送
金
被
下
度

書
籍
ハ
代
価
到
着
次
第
直
二
御
廻
送
可
申
候
（
東
京
日
日
・
明
治
十
六
年
十
月
十
二
日

広
告
）

予
約
出
版
で
あ
る
以
上
、
摺
数
の
確
定
が
容
易
で
あ
る
反
面
、
そ
の
大
前
提
と
な
る
の

は
、
出
版
社
員
か
ら
の
送
金
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
前
提
が

成
立
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
出
版
社
は
元
々
自
転
車
操
業
だ
っ
た
の
だ
か
ら
危
う
い
。

そ
の
点
で
も
、
元
介
は
、
至
極
真
面
目
な
出
版
社
員
だ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

明
治
十
六
年
三
月
十
三
日
の
東
京
日
日
新
聞
広
告
で
は
、
「
資
治
通
鑑
」
の
定
価
を

「
正
価
金
十
二
円
五
十
銭
」
に
値
上
げ
を
し
、
追
加
千
人
の
出
版
社
員
を
募
集
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
る
。
他
に
も
「
当
二
月
ヨ
リ
更
二
解
版
ノ
部
分
（
通
鑑
第
四
峡
迄
漢
書
第

三
峡
迄
）
ヲ
補
刻
シ
這
回
ハ
社
中
配
賦
ノ
後
ナ
ル
ニ
依
り
社
員
内
外
二
関
セ
ズ
御
注
文

二
応
ジ
候
」
と
、
社
員
へ
配
布
の
後
に
は
、
一
般
の
注
文
に
も
応
じ
る
と
い
う
の
だ
。

「
猶
再
版
ノ
方
漢
書
ハ
三
峡
迄
通
鑑
ハ
四
峡
迄
三
版
史
記
ハ
全
部
出
来
相
成
候
処
何
レ

モ
余
部
有
之
丈
ハ
這
回
限
社
員
外
ヘ
モ
原
価
ヲ
以
テ
分
版
候
間
御
入
用
ノ
諸
君
ハ
売
切

不
相
成
内
速
二
御
注
文
ア
ル
ベ
シ
」
（
絵
入
自
由
新
聞
・
明
治
十
六
年
五
月
十
日
）
と
、
当
初

と
異
な
り
「
余
部
有
之
丈
」
の
社
員
外
販
売
も
調
わ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

配
本
段
階
で
代
金
を
支
払
う
こ
と
な
く
購
入
を
中
断
す
る
読
者
が
増
え
れ
ば
増
え
る

ほ
ど
に
、
「
余
部
有
之
丈
」
の
印
刷
済
の
書
冊
は
な
ん
と
か
捌
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
か

と
い
っ
て
そ
れ
以
前
の
配
本
な
ど
は
す
で
に
「
解
版
」
さ
れ
て
い
る
始
末
。
そ
れ
を

「
補
刻
」
し
、
再
度
摺
る
手
間
が
生
じ
て
ゆ
く
ば
か
り
で
あ
る
（
「
補
刻
」
と
は
何
か
、
が

改
め
て
問
わ
れ
て
こ
よ
う
）
。
大
部
な
書
冊
の
場
合
、
そ
う
し
た
不
安
は
書
騨
の
側
に
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
購
入
す
る
側
に
と
っ
て
も
完
結
に
到
り
う
る
か
と
い
う
不
安
は

残
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
こ
う
し
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
「
出
版
社
員
」
す
な
わ
ち
持

株
社
員
と
な
る
こ
と
の
意
味
は
薄
ら
い
で
ゆ
く
に
相
違
な
い
。
株
主
を
募
り
、
そ
の
元

手
を
資
金
と
し
て
出
版
し
て
ゆ
く
、
弱
小
出
版
社
の
勃
興
を
促
す
「
新
し
く
不
安
定
な

メ
デ
ィ
ア
」
の
継
続
な
ど
は
覚
束
な
く
な
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
（
ち
な
み
に
東
京
印
刷

会
社
の
岐
初
の
刊
行
物
で
あ
る
「
史
記
評
林
」
も
、
第
三
回
印
刷
広
告
〈
東
京
日
日
・
明
治
十
五
年

十
一
月
二
十
二
日
〉
で
正
価
を
「
金
四
円
八
十
銭
」
に
値
上
し
、
か
つ
「
希
炎
ノ
諸
君
ハ
社
員
内
外

二
関
セ
ズ
正
価
ノ
半
額
〔
二
円
四
十
銭
〕
ヲ
入
テ
御
予
約
ア
ル
可
シ
但
書
籍
二
十
冊
丈
送
達
候
節
ハ

残
金
御
送
致
可
被
下
候
」
と
、
社
員
内
外
に
関
係
な
く
売
り
出
し
広
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
）

「
資
治
通
鑑
」
五
六
両
峡
（
自
百
十
五
巻
至
百
七
十
四
巻
）
と
「
漢
書
評
林
」
四
五
両
峡

（
自
六
十
一
巻
至
大
尾
）
が
完
成
し
「
追
々
送
本
可
致
候
」
の
は
、
明
治
十
六
年
五
月
二

十
日
以
降
の
こ
と
（
絵
入
自
由
新
聞
・
同
年
五
月
十
日
広
告
）
。
完
結
に
到
っ
た
の
は
同
年
十

月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
（
東
京
日
日
・
明
治
十
六
年
十
月
十
二
日
）
。
「
資
治
通
鑑
第

四
五
両
回
発
送
分
自
第
百
七
十
五
巻
至
大
尾
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
峡
か
ら
十
峡

（
計
四
峡
分
）
を
一
括
発
送
し
た
よ
う
だ
。

五
六
両
峡
が
完
成
す
る
明
治
十
六
年
五
月
、
元
介
は
「
同
弐
円
十
六
年
五
月
遣
ス
」

と
二
円
を
送
金
し
て
い
る
。
「
外
五
十
銭
九
分
六
月
九
日
面
会
賃
払
」
と
あ
る
の
は
、
東

京
印
刷
会
社
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
日
時
を
示
す
も
の
で
、
金
額
は
逓
送
料
に
該
当
し

よ
う
。
当
初
示
さ
れ
て
い
た
代
価
九
円
は
こ
れ
で
終
わ
っ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
ど
う
も

こ
の
点
で
問
題
が
生
じ
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
の
が
資
料
③
「
〔
資
治
通

鑑
代
金
送
金
の
状
控
〕
」
で
あ
る
。
こ
の
資
料
③
は
請
取
証
の
原
物
（
一
二
・
八
糎
×
九
・

五
糎
）
と
送
金
状
控
（
一
五
・
九
糎
×
二
一
・
二
糎
）
か
ら
な
る
。
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残
存
す
る
書
状
控
が
こ
の
一
通
の
た
め
、
こ
と
の
経
緯
は
十
全
に
は
分
か
り
か
ね
る
が
、

「
通
鑑
代
価
第
五
回
金
過
般
差
出
候
分
相
達
不
申
」
と
の
東
京
印
刷
会
社
か
ら
の
通
知

に
対
し
、
「
不
得
止
」
二
円
送
金
、
「
是
ニ
テ
皆
金
済
之
職
り
」
と
念
を
押
し
「
第
七
八

脳
印
刷
」
出
来
次
第
「
迅
速
御
逓
送
被
下
度
」
と
、
元
介
は
催
促
し
て
い
る
。
既
に
支

払
済
み
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
追
加
で
二
円
と
は
厳
し
い
。
そ
れ
も
資
料
②
の
手
控

の
ご
と
く
、
念
押
し
の
書
翰
を
送
っ
た
う
え
な
の
だ
か
ら
。

元
介
の
手
控
に
よ
れ
ば
、
「
七
八
脳
」
が
相
達
し
、
郵
送
料
「
五
十
弐
銭
壱
分
」
を
支

［
資
料
③
］
田
中
家
文
書
一
四
九
九
「
〔
資
治
通
鑑
代
金
送
金
の
状
控
〕
」

〔
書
留
郵
便
物
請
取
證
第
十
一
ノ
ー
八
四
号
／
請

取
人
宿
所
氏
名
東
京
印
刷
会
社
／
差
出
人
宿
所
氏

名
田
中
元
介
／
書
状
壱
通
／
（
印
羽
後
国
酒

田
郵
便
局
）
／
明
治
十
六
年
十
一
月
十
四
日
〕

ー

＆

払
っ
た
の
が
十
二
月
十
一
日
、
最
後
の
「
九
十
腹
」
の
到
来
は
「
明
治
十
七
年
二
月
廿

一
日
」
に
な
っ
て
か
ら
で
、
「
八
拾
弐
銭
四
分
」
の
賃
銭
（
郵
送
料
）
を
支
払
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
弊
社
創
立
以
来
事
務
ノ
繁
忙
ナ
ル
」
（
東
京
日
日
・
明
治
十
六
年
三

月
十
三
日
）
と
は
言
え
、
こ
の
よ
う
に
、
金
銭
を
振
り
替
え
た
こ
と
を
記
録
し
、
誤
り
な

く
手
続
き
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
出
版
社
の
信
用
を
失
わ
せ
て
い
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
「
予
約
出
版
」
の
「
不
安
定
」
ぶ
り
が
窺
え
よ
う
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

此
比
及
御
照
会
候
通
鑑
代
価
第
五
回
金
過
般
差
出
候

分
相
達
不
申
旨
御
報
知
拝
見
不
得
止
義
因
輩
更
弐
円

金
別
紙
酒
田
郵
便
為
換
手
形
ヲ
以
送
致
候
条
御
領
受

棚
砿
被
下
度
尤
郵
達
次
第
乍
御
手
数
御
領
受
書
遮
＃

伽
維
＃
＃
御
送
附
被
下
度
候
是
ニ
テ
皆
金
済
之
穣
リ

第
七
八
脳
印
刷
御
側
兼
落
成
相
成
候
ハ
、
迅
速
御
逓

送
被
下
度
併
テ
奉
庶
幾
候
也

第
十
六
年
十
一
月
＃
韮
Ⅲ
十
四
日
田
中
元
介

東
京
印
刷
会
社
御
中
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先
章
で
は
、
田
中
家
文
書
『
書
籍
類
貸
付
控
」
前
半
箇
所
か
ら
判
る
事
項
を
ま
と
め

て
み
た
が
、
本
章
で
は
、
続
く
「
貸
付
控
」
に
該
当
す
る
箇
所
を
翻
刻
し
、
確
認
で
き

た
事
柄
を
報
告
し
て
ゆ
き
た
い
。

そ
の
配
列
を
年
次
記
載
よ
り
確
認
し
て
み
て
も
、
後
か
ら
整
理
し
綴
じ
合
わ
せ
た
も

の
で
は
な
く
、
順
次
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
貸
し
出
し
後
、
「
返
ル
」
等

の
言
葉
が
貸
し
出
し
図
書
の
項
目
に
記
さ
れ
、
返
却
確
認
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
筆
も
一
様
で
は
な
く
、
幾
人
か
の
手
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
人
の
関
与

を
想
定
し
て
み
る
と
き
、
田
中
氏
個
人
宅
の
蔵
書
を
貸
し
出
し
て
い
た
だ
け
な
の
か
、

お
互
い
の
家
が
持
ち
得
て
い
る
蔵
書
の
貸
借
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
あ
る

種
の
読
書
サ
ー
ク
ル
的
な
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
、
田
中
家
で
蔵
書
預
か
り
を
し
て
い
た

か
ｌ
そ
う
し
た
様
々
な
可
能
性
を
模
索
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
残
念
な
が

【
資
料
①
】
田
中
家
文
書
八
九
九

大
野
氏
へ

頼
山
陽
摺
手
本
〔
返
ル
〕

日
本
地
誌
要
略
〔
〃
〕

皇
朝
史
略
〔
〃
〕

物
理
階
梯
〔
〃
〕

修
身
論
〔
〃
〕

『
書
籍
類
貸
付
控
』
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
・
そ
の
２

「
書
籍
類
貸
付
控
（
持
株
の
覚
書
あ
り
三
（
後
半
）

十
八
史
略
〔
〃
〕

壱
冊
草
訣
百
韻
歌

壱
部
化
学
響
〔
〃
〕

壱
部
菱
湖
楕
書
手
本

壱
部
十
九
年
三
月
廿
三
日
貸

壱
部
皇
朝
史
略

ら
残
さ
れ
た
資
料
だ
け
で
は
何
と
も
言
え
な
い
。
貸
借
の
期
間
が
一
年
を
越
え
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て
や
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
少
々
気
に
な
る
処
で
あ
る
。

い
ま
は
順
当
に
田
中
家
蔵
書
と
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
地
縁
と
い
う
緩
や
か
な
繋

が
り
の
な
か
で
、
蔵
書
の
情
報
が
交
わ
さ
れ
、
貸
借
に
及
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

瞥
見
す
る
に
、
明
治
期
に
到
っ
て
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
読
書
行
為
と
い
う

も
の
が
、
貸
本
を
借
り
る
段
階
か
ら
、
個
人
が
書
物
を
購
入
す
る
と
い
う
段
階
へ
と
い

た
っ
た
時
に
、
蔵
書
家
の
周
縁
に
は
、
そ
の
個
人
蔵
の
書
冊
を
借
り
来
た
っ
た
多
く
の

人
々
が
存
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
資
料
は
そ
の
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
く
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

翻
刻
に
際
し
、
返
却
を
示
す
傍
線
消
は
あ
え
て
示
し
て
い
な
い
。
〔
〕
内
は
、
一
行

に
記
さ
れ
た
な
か
で
、
別
時
期
に
記
さ
れ
た
言
葉
と
思
し
き
場
合
に
用
い
た
。
改
行
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
あ
え
て
用
い
て
は
い
な
い
。
手
控
え
と
い
っ
た
性
格
ゆ
え
に
な

か
な
か
判
読
し
づ
ら
い
文
字
も
あ
る
。
□
は
そ
う
し
た
箇
所
で
あ
る
。
以
下
、
翻
刻
本

文
を
示
す
。

一三壱壱
冊冊冊部

五
冊

廿
年
五
月
廿
九
日
貸
ス

続
皇
朝
史
略

右
同
上

米
帝
行
書
法
帖

菫
其
昌
行
書

同
草
書

三
冊

一 一一

冊 冊 冊
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松
本
氏
へ

松
井
助
三
郎

柳
荒
美
談
壱
部

天
下
茶
屋
仇
討
壱
部

荒
川
武
勇
伝
壱
部

右
第
十
六
年
六
月
廿
五
日
返
収
二
相
成

堀
彦
右
衛
門
氏
へ

全
〔
返
ル
〕
壱
冊

鵺
詮
〈
第
十
七
年
四
月
十
八
旦
壱
冊

佐
藤
三
太
郎
氏
へ

菱
湖
手
本

廿
年
九
月
十
八
日
貸

国
法
汎
論
〔
廿
二
年
九
月
返
〕
一
冊

□
□
□
口
分
三
冊

廿
一
年
一
月
廿
八
日

淳
化
法
帖
義
之
八
ノ
三
一
冊

同
義
之
十
ノ
ー
一
冊

廿
三
年
一
月
廿
日
貸

壱
冊

佐
々
木
新
太
郎
氏
へ

新
論
全
二
巻

小
説
粋
言

全
五
冊

文
則
全
一
冊

文
章
緒
論
全
一
冊

世
説
全
十
冊

小
以
十
九
巻
第
十
六
年
七
月
十
四
日
貸

十
二
月
川
日
返
ル

准
南
子
〔
十
七
年
一
月
廿
二
日
〕
全
六
巻

十
二
月
冊
日
貸
〔
返
ル
〕

時
事
小
言

作
文
之
助

山
陽
手
本

一
山
家
集
壱
冊

一
今
古
集
〔
返
ル
〕
壱
冊

一
八
重
垣
〔
十
二
月
十
二
日
返
ル
〕
五
冊

小
以
七
冊
第
十
七
年
九
月
廿
二
日
貸

一
漢
楚
軍
談
全
部

一
両
漢
記
事
全
部

小
以
十
八
年
三
月
五
日

戸戸戸

返返返
ルルル
1.－′ｰ、－〃

壱
部

壱
部

壱
冊

時
岡
淳
徳
子

一
史
記
拾
巻

但
列
伝
十
五
ヨ
リ
廿
四
巻
迄

第
十
七
年
一
月
三
十
日
貸

第
十
八
年
六
月
九
日
返
ル

建
部
誠
慎

十
六
年
十
月
七
日

菱
湖
措
書
千
字
文
下
巻

廿
年
七
月
十
日
返
ル

伊
藤
俊
龍

第
十
六
年
八
月
廿
二
日

淳
信
楕
書
千
字
文

十
九
年
三
月
返
ル

伊
藤
田
麻
呂

詩
林
良
材

外
逸
史
拾
三
巻
堀
を
不
遣

直
二
相
返
候
筈

〔
返
ル
〕
五
冊壱

冊
弐
冊
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相
蘓
常
松

一
菱
湖
楕
書
蘭
記

廿
二
年
十
月
十
四
日
帰
ル

菅
原
藤
一

十
七
年
二
月
一
日
〔
返
ル
〕

菱
湖
措
書
手
本

標
註
詩
経

同
普
経

柳
荒
美
談
〔
返
ル
〕

山
陽
七
絶
帖
〔
返
ル
〕

新
論
〔
四
月
廿
日
返
ル
〕

本
間
悦
蔵

山
陽
唐
詩
選
手
本

第
十
七
年
十
二
月
廿
七
日
貸

〔
返
ル
〕

堀
避
朗

米
帝
手
本

七
書

但
十
九
年
二
月
中
貸

一
冊

一
部

一
部

一
部

一
冊

一
部 壱

冊
二 一

冊冊

一

冊

加
藤
金
蔵

一
趙
子
昴
大
学
摺
本

廿
一
年
一
月
返
ル

右
第
十
九
年
十
月
六
日
貸

中
川
清
蔵

一
蕊
高
措
書
千
字
文

右
明
治
廿
年
一
月
貸

太
田
正
道

一
産
語
〔
返
ル
〕
三
冊

右
明
治
廿
年
一
月
貸

菅
原
藤
一

一
鍛
冶
早
見
書
〔
返
ル
〕

右
廿
年
二
月
十
五
日
貸

浪
谷
茂
作

一
察
高
楕
書
手
本

廿
二
年
七
月
廿
六
日
返
ル

〔
返
ル
〕

一

冊 一
冊

一

冊

一

冊

本
間
悦
蔵

一
菱
湖
措
書
初
巻

廿
年
十
月
廿
一
日

廿
一
年
二
月
廿
八
日
返
ル

関
長
龍

廿
年
九
月
十
二
日

一
趙
子
昴
大
学
摺
物
手
本

廿
二
年
十
月
十
一
日
返
ル

黒
部
重
助

一
思
恭
手
本
一
冊

右
明
治
廿
一
年
三
月
八
日
貸
証
書
有

松
本
謙
吉

一
革
命
史
鑑

一
無
病
新
法

一
同
行
書
手
本

一
思
恭
行
書
手
本

〔
返
ル
〕

右
明
治
廿
年
七
月
廿
四
日
貸

六
冊

〔
返
ル
〕
一
冊

一一

冊 冊

一

冊

一

冊

325



伊
藤
田
麻
呂

伊
藤
林
殿

一
趙
子
昴
菊
亭
帖

腓
二
年
三
月
廿
四
日
貸

一
同
大
学
法
帖
〔
返
ル
〕

廿
三
年
一
月
五
日
貸

佐
藤
清
吉
へ

廿
一
年
九
月
廿
日
貸

一
前
々
太
平
記
〔
返
ル
〕
廿
冊

堀
豊
朗

一
万
法
正
理

但
前
一
部
直
二
返
ス

明
治
廿
一
年
五
月
九
日
貸

右
廿
一
年
三
月
四
日
貸

一
義
之
浪
恵
堂
法
帖
一
冊

右
廿
一
年
五
月
二
日
貸
〔
返
ル
〕

一
義
之
淳
化
法
帖
一
冊

一
隷
字
法
帖
〔
返
ル
〕
一
冊

一

冊 一

冊

一

冊

加
藤
大
作

杉
山
繁
三
郎

廿
三
年
一
月
廿
七
日
返
ル

ー
書
法
詳
論
弐
冊

一
隷
字
法
帖
四
壱
冊

一
筆
字
書
法
壱
冊

〔
此
弐
帖
返
ル
〕

右
七
月
九
日
貸
仲
二
年

廿
三
年
一
月
廿
七
日
返
ル

ー
隷
字
法
帖
一
三
弐
冊

右
八
月
廿
一
日
貸
廿
二
年

一
同
二
巻
目
〔
返
ル
〕
壱
冊

右
廿
三
年
一
月
廿
七
日
貸

本
間
悦
蔵

一
論
語
徴
〔
返
ル
〕
六
冊

右
四
月
十
日
貸
廿
二
年
也

す
ぐ
に
相
返
り
追
々
五
六
冊
も
貸
置

但
問
経
堂
帖
弐
巻
目

右
廿
二
年
四
月
八
日
貸

伊
藤
俊
龍

菅
原
藤
一

一
菱
湖
槽
書
法
帖
一

一
勝
□
口
同
上

右
廿
三
年
四
月
十
二
日
貸

一
淳
化
法
帖

右
同
年

大
野
氏一

間
経
堂
法
帖
四
壱
冊

右
明
治
廿
三
年
二
月
十
六
日
貸

一
程
亦
城
懸
物
弐
幅

右
明
治
廿
四
年
一
月
十
三
日
貸

松
沢
誠
吉

一
菱
湖
草
書

右
廿
二
年
九
月
廿
七
日
貸

一
懐
素
永
興
帖

右
廿
二
年
春
中
貸

十
二
月
返
ル

壱
冊

三
冊

一

冊

一

冊

一

冊

326



一
瞥
し
て
気
づ
く
の
は
、
貸
付
ら
れ
た
本
の
多
く
が
「
法
帖
」
の
類
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
漢
学
の
復
権
と
も
相
俟
っ
て
、
書
蹟
を
模
刻
し
た
措
書
・
隷
書
な
ど
の
法

帖
の
類
が
、
明
治
の
は
じ
め
に
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
読
書
と
い
う
よ
り
も
実
用

書
と
し
て
希
求
さ
れ
、
貸
し
出
さ
れ
た
と
思
し
い
。
ほ
か
に
も
庄
内
藩
の
藩
校
致
道
館

ゆ
か
り
の
祖
棟
学
関
連
書
で
あ
る
「
論
語
徴
」
や
、
太
宰
春
台
「
産
語
」
な
ど
も
存
し

て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

『
書
籍
類
貸
付
控
」
に
記
さ
れ
た
書
名
が
、
貸
付
に
あ
た
っ
て
の
備
忘
と
し
て
記
さ
れ

て
い
る
た
め
、
外
題
・
内
題
が
反
映
さ
れ
ず
、
該
当
す
る
書
冊
を
検
証
す
る
こ
と
は
十

分
に
果
た
し
え
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
書
名
と
冊
数
か
ら
あ
る
程
度
確
定
で
き
た
も

の
の
う
ち
幾
つ
か
を
、
紹
介
し
て
み
た
い
。

書
法
や
漢
学
絡
み
で
は
、
た
と
え
ば
杉
山
繁
三
郎
貸
借
（
明
治
二
十
二
年
七
月
貸
）
の

「
書
法
詳
論
弐
冊
」
が
あ
る
。
こ
の
書
冊
は
、
明
治
十
八
年
鳳
文
館
発
見
の
石
川
鴻

斎
著
「
書
法
詳
論
」
の
こ
と
で
、
木
版
摺
唐
装
全
二
冊
か
ら
な
る
。
松
本
氏
（
註
ｌ
松
本

謙
吉
の
こ
と
か
）
貸
借
の
「
作
文
之
助
壱
部
」
は
、
お
そ
ら
く
大
槻
東
陽
著
訳
「
作
文

ノ
助
ケ
」
の
こ
と
で
、
寸
珍
本
体
裁
の
一
冊
（
登
利
屋
儀
三
郎
発
行
）
で
あ
っ
た
。
そ
の

内
容
は
「
此
書
ハ
総
テ
助
字
若
ク
ハ
同
訓
異
義
ノ
文
字
ヲ
集
メ
テ
弁
解
シ
タ
ル
者
ニ
シ

テ
最
モ
初
学
必
用
ノ
書
ナ
リ
」
（
東
京
日
日
・
明
治
九
年
五
月
十
六
旦
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

一
義
之
十
七
帖
一
冊

右
廿
三
年
二
月
廿
三
日
貸

田
中
祐
七

明
治
廿
四
年
十
一
月
五
日
使
下
女

一
草
叢
四
冊

政
治
関
連
の
書
冊
に
も
注
意
し
た
い
。
松
本
謙
吉
貸
借
の
「
革
命
史
鑑
六
冊
」
は
、

久
松
義
典
纂
訳
「
泰
西
／
革
命
史
鑑
」
正
編
三
冊
続
編
三
冊
の
こ
と
で
、
巌
々
堂
か
ら

刊
行
さ
れ
た
。
全
編
完
結
し
た
の
は
明
治
十
八
年
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
堀
豊
朗

貸
借
の
「
万
法
正
理
一
冊
」
は
、
孟
徳
斯
鳩
（
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
）
著
、
何
礼
之
訳

「
万
法
精
理
」
の
洋
装
合
巻
の
こ
と
だ
ろ
う
。
馬
喰
町
の
島
村
利
助
ほ
か
の
刊
行
で
、

上
巻
（
自
第
一
巻
至
第
二
十
巻
）
が
初
版
明
治
十
二
年
一
月
刊
、
下
巻
（
自
二
十
一
巻
至
三

十
一
巻
）
が
明
治
十
三
年
一
月
の
刊
行
で
あ
る
。
「
一
冊
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
の
い

ず
れ
か
の
巻
で
あ
っ
た
か
。
大
野
氏
借
り
る
処
の
「
国
法
汎
論
一
冊
」
は
、
元
々
文

部
省
蔵
版
全
十
一
冊
か
ら
な
る
ブ
ル
ン
チ
ユ
リ
著
、
加
藤
弘
之
訳
の
書
冊
で
あ
る
。

「
活
版
西
洋
形
本
一
冊
ニ
ッ
や
メ
」
、
岩
本
忠
蔵
よ
り
「
元
価
一
円
二
十
五
銭
」
で
売
り

出
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年
一
月
の
こ
と
（
東
京
日
日
・
同
年
一
月
二
十
七
日
広
告
）
。
明
治
十

三
年
六
月
に
弘
令
本
社
出
版
局
よ
り
売
り
出
さ
れ
た
「
泰
西
／
国
法
汎
論
」
（
西
洋
綴
全

一
冊
）
で
は
、
「
定
価
六
十
銭
」
と
廉
価
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
治
や
法
に
関
わ

る
雛
訳
書
の
類
が
、
明
治
十
年
代
か
ら
二
十
年
代
に
か
け
て
、
広
く
人
々
に
読
ま
れ
て

い
た
証
左
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
「
漢
楚
軍
談
」
「
両
漢
記
事
」
（
松
本
氏
）
、
「
前
々
太
平
記
」
（
佐
藤
消
吉
）
、

「
逸
史
」
（
佐
々
木
新
太
郎
）
な
ど
の
書
冊
に
交
じ
り
、
「
柳
荒
美
談
」
「
天
下
茶
屋
仇
討
」

「
荒
川
武
勇
伝
」
（
松
井
助
三
郎
）
と
い
っ
た
実
録
本
の
類
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目

但
桐
箱
入

一
元
享
帖

一
前
赤
壁
帖

壱
冊

一
冊
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し
て
お
き
た
い
。
明
治
十
五
年
一
月
以
後
、
栄
泉
社
よ
り
「
今
古
実
録
」
シ
リ
ー
ズ
が

刊
行
さ
れ
て
お
り
、
「
増
補
柳
荒
美
談
全
部
五
冊
定
価
金
一
円
」
と
「
敵
詩
天
下
茶
屋

上
下
二
冊
定
価
金
四
十
銭
」
の
二
点
が
今
古
実
録
か
ら
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
蔵
書
は
、
ど
う
や
ら
そ
の
シ
リ
ー
ズ
本
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
藤
沢
毅
氏

作
成
「
「
今
古
実
録
」
刊
行
年
表
稿
」
三
今
古
実
録
」
シ
リ
ー
ズ
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
」
、
国

文
学
研
究
資
料
館
編
「
明
治
開
化
期
と
文
学
」
臨
川
書
店
、
平
成
十
年
）
に
し
た
が
え
ば
、
前

者
が
明
治
十
六
年
二
月
刊
、
後
者
が
同
年
十
月
刊
で
あ
っ
た
。
「
右
第
十
六
年
六
月
廿

五
日
返
収
二
相
成
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
以
上
、
少
な
く
と
も
「
天
下
茶
屋
仇
討
」
が

今
古
実
録
で
は
あ
る
ま
い
。
た
だ
、
当
時
に
お
け
る
実
録
本
の
人
気
の
ほ
ど
は
十
分
に

窺
え
よ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
蔵
書
が
全
て
田
中
家
の
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
相
応

の
蔵
書
家
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
資
料
④
田
中
家
文
書
一
九
六
九
「
（
大
日
本
史
十
三

巻
の
受
取
）
証
」
（
二
四
・
八
穂
×
三
四
・
九
糎
）
は
、
明
治
九
年
八
月
の
日
付
を
も
つ
受

取
証
一
枚
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
か
は
未
詳
。
た
だ
、
貸
し
与
え
た
に
せ
よ
、

売
り
払
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
一
枚
か
ら
も
、
田
中
家
は
多
く
の
蔵
書
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
と
思
し
く
、
仮
に
貸
借
の
事
実
を
物
語
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
明
治
九
年
段
階
で

も
既
に
、
書
物
を
め
ぐ
っ
て
一
定
の
貢
献
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

【
資
料
④
】
田
中
家
文
書
一
九
六
九
「
（
大
日
本
史
十
三
巻
の
受
取
）
証
」

証一
大
日
本
史
拾
三
巻

右
正
二
請
取
候
也

明
治
十
八
年
十
月
に
各
学
校
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
「
学
校
沿
革
誌
」
（
光
丘
文
庫
蔵
）

の
う
ち
、
「
文
渕
学
校
沿
革
誌
」
に
は
、
明
治
十
三
年
校
舎
新
築
に
際
し
、
田
中
元
助
を

「
衆
人
ヲ
勧
誘
シ
テ
新
築
ノ
功
ヲ
奏
セ
シ
ム
」
「
学
事
尽
力
者
」
と
し
て
記
し
て
お
り
、

相
応
の
金
額
を
寄
付
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
地
域
の
篤
志
家
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
、
文
渕
学
校
は
田
中
元
助
の
居
住
す
る
熊
野
田
村
の
通
学
校
区
に
あ
た
る
。

※
※

と
こ
ろ
で
、
『
書
籍
類
貸
付
控
」
に
見
い
だ
し
得
た
人
々
、
す
な
わ
ち
田
中
家
に
集
い
、

株
主
社
員
と
な
っ
て
い
っ
た
者
、
あ
る
い
は
書
冊
を
貸
借
し
て
い
っ
た
者
た
ち
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
々
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
記
載
さ
れ
た
名
前
を
手
が
か
り
に
、

箇
条
書
き
に
し
て
幾
人
か
紹
介
し
て
お
こ
う
。

松
沢
与
五
太
…
．
：
明
治
十
八
年
で
地
価
金
二
万
円
を
超
え
る
土
地
所
有
者
。
明
治

十
五
年
五
月
頃
自
由
党
山
形
県
支
部
結
成
の
集
会
に
も
参
画
し
、
明
治
十
六

年
二
月
「
両
羽
日
々
新
聞
」
発
行
に
あ
た
っ
て
の
支
持
者
の
一
人
で
あ
っ
た

（
酒
田
市
史
）
。

伊
藤
文
造
…
…
…
文
渕
学
校
（
資
料
①
）
。
文
渕
学
校
に
明
治
十
五
年
五
月
ま
で
准

訓
導
と
し
て
在
。
同
校
に
明
治
十
四
年
高
額
寄
付
（
文
渕
学
校
沿
革
誌
）
。
誠

信
学
校
に
も
兼
任
期
間
あ
り
（
誠
信
学
校
沿
革
誌
）
。

齋
藤
寛
平
…
…
…
文
渕
学
校
（
資
料
①
）
。
文
渕
学
校
に
明
治
十
六
年
十
二
月
ま
で

訓
導
と
し
て
在
（
文
渕
学
校
沿
革
誌
）
。

九
年
八
月
四
日
加
藤
成
吉
（
印
）

田
中
元
助
殿
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早
坂
四
方
吉
…
…
文
渕
学
校
（
資
料
①
）
。
文
渕
学
校
に
明
治
十
五
年
二
月
ま
で
授

業
生
と
し
て
在
（
文
渕
学
校
沿
革
誌
）
。

菅
原
重
太
郎
…
…
朝
頴
学
校
（
資
料
①
）
。

豊
田
四
番
士
．
：
…
士
族
。
明
治
十
一
年
五
等
授
業
生
（
小
見
学
校
沿
革
誌
）
。
誠
信

学
校
に
明
治
十
五
年
八
月
四
等
訓
導
拝
命
（
誠
信
学
校
沿
革
誌
）
。

木
次
辰
吉
…
…
…
誠
信
学
校
に
明
治
十
四
年
五
月
一
等
教
員
補
助
と
し
て
任
（
誠

信
学
校
沿
革
誌
）
。

深
田
總
七
郎
・
・
…
・
文
渕
支
校
（
資
料
①
）
。

佐
藤
三
郎
太
…
…
文
渕
学
校
に
明
治
十
四
年
二
月
高
額
寄
付
（
文
渕
学
校
沿
革
誌
）
。

石
井
龍
幡
：
…
…
・
朝
頴
学
校
（
資
料
①
）
。

花
蔵
及
辨
…
…
…
朝
頴
学
校
（
資
料
①
）
。

堀
彦
右
衛
門
…
…
文
渕
学
校
世
話
掛
。
明
治
十
四
年
二
月
同
校
に
高
額
寄
付
者

（
文
渕
学
校
沿
革
誌
）
。

佐
々
木
新
太
郎
…
文
渕
学
校
に
明
治
十
六
年
六
月
に
訓
導
と
し
て
赴
任
（
文
渕
学
校

沿
革
誌
）
。

伊
藤
田
麻
呂
…
…
文
渕
学
校
に
明
治
十
三
年
六
月
ま
で
准
訓
導
職
と
し
て
勤
め
た

（
文
渕
学
校
沿
革
誌
）
。

時
岡
淳
徳
子
…
…
若
い
と
き
に
江
戸
で
修
業
し
た
医
師
で
、
明
治
十
年
飽
海
郡
開

業
医
公
会
開
設
後
で
は
役
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
（
酒
田
市
史
）
。

菅
原
藤
一
…
…
…
文
渕
学
校
に
明
治
十
五
年
十
二
月
ま
で
一
時
雇
と
し
て
在
。
明

治
十
三
年
に
一
部
菅
原
藤
一
の
土
地
を
借
地
し
て
校
舎
新
築
（
文
渕
学
校
沿
革

誌
）
。

堀
豊
朗
（
明
）
・
・
・
…
…
旧
庄
内
藩
の
大
庄
屋
で
明
治
に
入
り
士
族
と
な
っ
た
人
物

（
酒
田
市
史
）
。
明
治
六
年
九
月
よ
り
同
八
年
六
月
ま
で
飽
海
郡
第
五
番
学
区

取
締
（
隅
田
学
校
沿
革
誌
）
、
明
治
九
年
に
は
藤
波
学
校
新
築
世
話
掛
を
拝
命
し

て
い
る
（
藤
波
学
校
沿
革
誌
）
。

黒
部
重
助
…
…
明
治
十
四
年
、
明
治
十
七
年
、
誠
信
学
校
世
話
係
（
誠
信
学
校
沿
革

誌
）
。

す
べ
て
の
人
を
網
羅
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
学
校
に
関
わ
る
教
員
・
吏
員
や
地
主
な

ど
の
富
裕
層
な
ど
が
多
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
「
法
帖
」
の
類
が
多
く
貸
し
出

さ
れ
て
い
る
の
も
、
じ
つ
に
教
育
に
従
事
す
る
上
で
の
必
要
な
書
籍
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

当
時
の
教
師
の
地
位
を
思
う
な
ら
ば
、
田
中
家
に
集
う
人
々
は
、
決
し
て
誰
で
も
可
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
職
業
的
に
も
、
地
域
的
に
も
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
一
年
を
越
え
る
貸
借
が
あ
っ
て
も
、
次
の
貸
借
も
許
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。集

う
た
者
た
ち
の
な
か
で
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
松
本
謙
吉
で
あ
る
。
「
荘
内
日

報
」
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
る
「
郷
土
の
先
人
・
先
覚
」
を
参
照
す
る
に
（
言
ｇ
三
老
君
雪
・
め
ご
量
．

昌
弓
。
●
８
台
お
自
画
『
⑦
嚴
画
旨
『
Ｑ
①
量
。
芝
⑦
×
已
呂
・
言
ヨ
ー
）
、
謙
吉
は
田
中
元
介
の
五
男
と
し
て

生
ま
れ
、
新
田
目
村
の
松
本
藤
十
郎
家
の
妹
娘
の
鼎
に
養
嗣
子
に
入
っ
た
。
ち
な
み
に

姉
娘
登
志
に
養
嗣
子
に
入
っ
た
の
が
、
自
由
民
権
運
動
で
大
い
に
活
躍
し
た
松
本
清
治

で
あ
る
。
謙
吉
も
同
様
に
政
治
の
世
界
に
入
り
、
地
方
政
治
に
果
た
し
た
功
績
は
大
き

い
。
「
謙
吉
は
若
く
し
て
自
由
民
権
運
動
に
入
り
、
蕨
岡
の
鳥
海
時
雨
郎
ら
と
共
に
、
森

藤
右
衛
門
の
あ
と
を
継
い
で
活
躍
し
て
い
る
。
森
が
発
行
し
、
政
府
へ
の
言
論
戦
を
展

開
し
た
両
羽
新
報
を
、
明
治
年
鳥
海
、
謙
吉
ら
が
荘
内
新
報
と
題
し
て
自
由
民
権
を
主
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－

明
治
三
十
四
年
十
月
、
酒
田
の
地
に
「
書
籍
購
読
会
」
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
冒
頭

に
も
述
べ
た
。
会
則
を
幾
度
も
普
き
直
し
て
い
っ
た
様
相
は
「
書
籍
聯
読
会
一
途
」
（
光

丘
文
庫
蔵
）
に
綴
じ
込
ま
れ
て
お
り
、
確
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
会
則
を
み
れ
ば
、

「
会
員
は
毎
月
金
拾
銭
シ
シ
廿
五
日
マ
デ
醗
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

毎
月
十
銭
ず
つ
と
は
言
え
、
同
じ
綴
り
に
は
退
会
届
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
会
費
を

持
ち
寄
り
、
な
に
が
し
か
の
書
籍
を
職
入
し
、
そ
れ
を
順
序
よ
く
回
覧
す
る
。
そ
う
し

た
規
則
が
成
立
す
る
ま
で
に
は
、
様
々
な
形
の
試
行
錯
誤
が
な
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

酒
田
の
地
で
も
、
「
書
籍
講
読
会
」
の
よ
う
な
形
態
に
収
敬
さ
れ
結
実
す
る
こ
と
な
く
、

あ
る
い
は
結
実
し
た
と
し
て
も
い
つ
し
か
消
滅
し
て
い
っ
た
集
い
は
、
少
な
か
ら
ず
存

し
た
に
違
い
な
い
。
生
石
小
学
校
校
長
寺
内
等
雌
が
創
設
し
た
飽
海
読
書
ク
ラ
ブ
は
資

金
難
で
自
然
解
散
す
る
が
、
そ
の
失
敗
を
経
る
こ
と
が
成
沢
直
太
郎
等
と
「
普
籍
講
読

会
」
を
興
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
そ
の
他
に
も
、
明

治
中
後
期
に
設
置
さ
れ
た
飽
海
郡
内
の
文
庫
を
載
す
「
荘
内
三
郡
／
教
育
要
覧
」
（
前
掲
）

に
よ
れ
ば
、
会
員
の
酸
出
金
は
も
と
よ
り
共
同
作
業
に
よ
る
収
得
金
や
母
体
と
な
っ
た

張
し
、
明
治
年
の
第
１
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
時
に
は
、
謙
吉
ら
は
自
由
党
員
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
発
に
働
い
て
い
る
」
と
項
目
執
筆
者
の
大
沢
力
氏
は
ま
と
め
て
お
ら
れ

る
。
『
書
籍
類
貸
付
控
」
に
よ
れ
ば
、
「
革
命
史
鑑
」
六
冊
が
貸
し
出
さ
れ
た
の
は
明
治

二
十
一
年
三
月
の
こ
と
。
謙
吉
は
す
で
に
明
治
二
十
年
六
月
実
施
の
県
議
会
議
員
補
欠

選
挙
に
当
選
。
県
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
時
期
に
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

［
附
記
］

貴
重
な
資
料
の
翻
刻
掲
載
を
御
許
可
下
さ
っ
た
酒
田
市
立
図
書
館
な
ら
び
に
酒
田
市
立
光
丘
文

雌
に
対
し
、
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
会
（
団
）
費
の
一
部
を
文
庫
維
持
に
充
当
す
る
な
ど
苦
心
経
営
の
様
が
看
取
さ
れ
る
。

今
回
考
察
し
た
資
料
か
ら
窺
え
る
の
は
、
一
円
の
持
株
、
二
円
、
四
円
と
い
う
支
払
、

郵
便
為
替
の
送
料
、
定
価
九
円
の
「
資
治
通
鑑
」
と
い
っ
た
形
で
、
経
費
の
か
か
る
こ

と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
参
考
ま
で
に
、
誠
信
学
校
に
お
け
る
明
治
十
六
年
の
書
籍
費
が

十
一
円
五
十
銭
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
（
誠
信
学
校
沿
革
誌
）
、
こ
の
「
書
籍
類
貸
付
控
」

（
資
料
①
）
に
関
わ
る
人
々
の
交
流
に
は
、
多
く
の
資
本
が
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
予
約
出
版
物
に
対
し
て
、
篤
実
に
振
り
込
み
を
し
て
い
な
が
ら
も
、

追
加
で
二
円
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
な
ど
、
誰
で
も
出
来
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
に
違

い
な
い
。
富
裕
層
や
教
師
な
ど
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
貸
借
と
目
さ
れ
る
け
れ
ど
、
そ
れ

で
も
書
籍
を
希
求
す
る
人
々
が
集
う
場
が
明
治
十
年
代
の
酒
田
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
は

確
認
で
き
た
。
忽
卒
の
間
に
取
り
ま
と
め
た
た
め
、
ま
だ
十
分
に
翻
刻
本
文
の
検
証
、

な
ら
び
に
考
察
を
し
終
え
て
い
な
い
点
は
甚
だ
遺
憾
な
が
ら
、
次
号
で
は
『
書
籍
購
読

会
一
途
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
光
丘
文
庫
に
残
さ
れ
る
資
料
を
通
し
て
、
多
く
の
人
々

が
い
か
に
し
て
読
書
に
勤
し
ん
で
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
か
、
そ
の
人
々
の
姿

を
復
元
し
、
垣
間
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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